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I have collected numerous descriptions of jiko-jitsugen,  which stands for self-realization in 
Japanese. In this study, I will investigate the jiko-jitsugen articles including the Japanese word 
shakai,  meaning society, and elucidate their chronological features in a positivistic manner. I can 
point out that there has been a tendency in approximately the past thirty years for the word jiko-
jitsugen to indirectly play the indexical role of indicating how modern Japanese relate to society 
and should interface with it. For instance, since the latter half of 1980s, the question of how women 
should be involved in society has been increasingly focused on, with the spread of the keyword 
jiko-jitsugen. Since the late 1990s, jiko-jitsugen has become a popular topic of discourse, mentioned 
along with “participation in society” and “contribution toward society.” These unexpected research 
results are obtained from my scrutiny of descriptive materials on jiko-jitsugen collected by utilizing 
the two database systems made from two Japanese newspapers, The Yomiuri and The Asahi, by a 
自己実現言説における「社会」の意味合いについての歴史的考察
─テキストマイニング手法による量的研究と質的研究との接合の試み─
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computational linguistic analysis using the text mining technique. I believe this is one of the mixed 
methods that are expected to advance research methodology not only to rearrange accumulated 
qualitative data in the quantitative level but also to strengthen the persuasiveness of qualitative 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５）テキストマイニング手法における 「係り受け」 でも、 「社会－貢献」 と 「社会－貢献する」 とい
う組み合わせが頻出していることがすでに明らかになっている（同上、232頁および244～245頁）。
６）佐々木、前掲論文、2014年、227頁。ただし、現段階の本研究は、時間の制約上、テキストマ
イニングソフト任せで、それこそ機械的に出した数字なので、一つ一つの文章を精査すれば、こ
の数字の出方に留保条件をつける場合が出てくる可能性があり、場合によっては訂正を加えるこ
ともありうることを意識しながら研究活動を進めていることを告白しておく。
７）同上、224頁、【図表１-２】参照。他には、本稿で新情報を付加した。
８）同上、232頁、【図表４-２-a】。
９）同上、224頁、【図表１-２】参照。他には、本稿で新情報を付加した。
10）ここで、昨年に出した論文の内容についての訂正をしておきたい。昨年の時点で、「自己実現」
の登場でもっとも古いものとして、1918年１月の読売新聞記事を例示していた（佐々木、前掲
論文、2015年、233頁）。だが、これは引用間違いである。むろん、これは読売新聞社のヨミダ
スだけを用いた場合には妥当であるが、朝日新聞社のデータベース聞蔵も用いると、同じ内容の
記事が前年の1917年の11月に出ている事実を否定できない。そこで、筆者としては、本文にお
いて引用したものを、読売新聞のものから朝日新聞のものへ差し替えることにより、訂正完了と
する（同上）。
11）佐々木、前掲論文、2014年、224頁。【図表１-３】のグラフを一覧すれば、このことが視覚的
に明らかである。
12）辞書的定義に従えば、“メセナ”とは、“文化・芸術などを庇護・支援すること”であり、“特に、
企業などが見返りを求めずに資金を提供する文化擁護活動をいう”と定義されている（小学館国
語辞典編集部『精選版　日本国語大辞典　第三巻』（は～ん）、小学館、2006年初版、934頁）。
13）佐々木英和「現代日本語『自己実現』の意味内容の変質－テキストマイニングの手法を用いた
通時的考察－」、宇都宮大学教育学部編『宇都宮大学教育学部紀要』第63号第１部、2013年所収、
261～262頁。
14）佐々木、前掲論文、2015年、229～248頁。
15）同上、230頁。また、以下の拙稿では、詳細に日本語「自己実現」の原点を考察している。佐々
木英和「明治中後期における自己実現思想の輸入の様相－日本語『自我実現』の創造にイギリス
理想主義が果たした役割－」、行安茂編『イギリス理想主義と河合栄治郎』、世界思想社、2014
年所収、203～205頁。
248
【付記】
　本稿には、以下の研究費の活用により得た成果が生かされている。財団法人上廣倫理財団研究助成「日
本の自己実現思想における『個人と社会との調和』概念の倫理学的展開と社会的受容」（佐々木英和研究代
表、平成24～25年度）、科学研究費補助金・基盤研究C「明治・大正・昭和初期の日本における自己実現思
想の教育学的展開と教化政策」（佐々木英和研究代表、平成25～27年度、課題番号25381010）。
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